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１ 本県における対応 

１１月１１日（水）県衛生研究所は、県内のインフルエンザ定点当たり報告数が３１．２７

となり、流行発生警報の基準値３０を超えたと発表した。 

         対策本部は、インフルエンザ警報を発令した。 

１１月 ５日（木）県内で、基礎疾患を有する小児（１歳～小学３年生）への新型インフル

エンザワクチン接種が始まった。 

１１月 ２日（月）新型インフルエンザ対策行動計画を全面改定し、低病原性の場合の対応

を追加した。 

１０月３０日（金）県保健薬務課は、新型インフルエンザワクチン接種の優先接種の接種ス

ケジュールを発表した。 

１０月２８日（水）県衛生研究所は、県内のインフルエンザ定点当たり報告数が１０．８３

となり、流行発生注意報の基準値１０を超えたと発表した。 

         対策本部は、インフルエンザ注意報を発令した。 

１０月１９日（月）県内で、新型インフルエンザワクチン接種が、医療従事者に対して始ま

った。 

１０月１６日（金）対策本部 第１０回班長副班長会議を開催、新型インフルエンザワクチ

ン接種事業について内容を確認するとともに、サーベイランス体制の変

更を決定した。 

１０月 ７日（水）県保健薬務課は、医師会、市町村、事業所、保健所の担当者を対象に、

第２回目の新型インフルエンザワクチン接種事業等に係る説明会を開

催した。 

 ９月３０日（水）県内で新型インフルエンザの重症患者が確認された。（酒田市在住の６

歳女児、基礎疾患なし） 

 ９月２８日（月）危機管理調整会議で、新型インフルエンザ対策行動計画について、今般

の低病原性（Ｈ１Ｎ１）の発生を受け、低病原性への対応を追加して改

定していくことを報告。 

 ９月１６日（水）県保健薬務課は、医師会、市町村、事業所、保健所の担当者を対象に、

新型インフルエンザワクチン接種事業等に係る説明会を開催した。 

 ８月３１日（月）学校の養護教諭等保健担当者を対象に、学校における新型インフルエン

ザ対策緊急研修会を開催した。 

 ８月２５日（火）県衛生研究所は、県内のインフルエンザ定点当たり報告数が１．２９と

なり、流行の目安となる１．００を上回ったと発表した。 

 ８月２４日（月）新型インフルエンザ患者の集団発生に伴う学校等の臨時休業を行った第

１例目の事案の報告があった。 

 ８月２０日（木）対策本部 第９回班長副班長会議を開催、改めて県民へ注意喚起を行う

ことを確認するとともに、「学校・保育施設の臨時休業、活動自粛を行

う場合の目安」を決定した。 

 ８月１１日（火）～１９日（水） 

県内で、新型インフルエンザ患者の集団発生が確認された。 



 ８月 ５日（水）地域スポーツ活動で千葉県、東京都内に滞在した、天童市在住の中学生

３名の新型インフルエンザ患者の集団発生が確認された。県では、当該

地域スポーツ活動団体については８月８日まで、当該部活動については

８月１２日まで活動自粛を要請した。 

 ８月 ３日（月）対策本部 第８回班長副班長会議を開催、新型インフルエンザに係る今

後のサーベイランス体制及び県内において新型インフルエンザの集団

感染が確認された際の情報提供方法について協議した。 

 ７月２４日（金）国の運用指針の改定及び感染症法施行規則の一部改正を受け、新型イン

フルエンザの個々の発生事例の把握から、集団発生を重点的に把握する

ことに切り替えた。 

 ７月２３日（木）県衛生研究所のＰＣＲ検査の結果、ハワイから帰国した天童市の２０歳

代女性が、新型インフルエンザに感染していることが確認された。 

 ７月２１日（火）厚生労働省の方針に沿い、秋冬に向けての患者数の増加に対応するため、

外来診療体制について、対応可能なすべての医療機関において外来診療

を行う体制に移行した。 

 ７月２０日（月）県衛生研究所のＰＣＲ検査の結果、インドネシアから帰国した山形市在

住の６０歳代男性が、新型インフルエンザに感染していることが確認さ

れた。 

 ７月１５日（水）県衛生研究所のＰＣＲ検査の結果、タイから帰国した山形市在住の２０

歳代女性が、新型インフルエンザに感染していることが確認された。 

         対策本部 第７回班長副班長会議を開催し対応を協議。患者の行動から

は、直ちに感染が拡大する恐れは小さいと考えられることから、特段の

社会的な対応等は行わないことを確認した。 

 ７月１４日（火）厚生労働省から連絡があり、タイから帰国した山形市在住の１０歳代女

性が、成田空港検疫所のＰＣＲ検査の結果、新型インフルエンザ患者で

あることが確定されたとのこと。 

対策本部 第６回班長副班長会議を開催し対応を協議。患者の行動から

は、直ちに感染が拡大する恐れは小さいと考えられることから、学校や

施設などの休業要請、イベント・行事等の自粛については現時点で行わ

ないことを確認した。 

 ６月２２日（月）対策本部 第５回班長副班長会議を開催、国の「運用方針」の改定を踏

まえた県の当面の対応を協議した。 

 ６月１２日（金）危機管理調整会議で、新型インフルエンザＨ１Ｎ１発生に伴い、新型イ

ンフルエンザ対策行動計画改定案の見直しを実施していくことを報告。 

 ５月３１日（日）新潟県発生の連絡を受け、総合調整班及び感染予防対策班において対応

を協議。 

 ５月２２日（金）対策本部 第４回班長副班長会議開催。 

 ５月１９日（火）県保健薬務課の電話相談窓口を２４時間態勢に強化。 

 ５月１８日（月）対策本部 第３回班長副班長会議開催、学校等にインフルエンザ様疾患

の集団発生について毎日の報告を要請することとした。 

 ５月１６日（土）発熱外来設置要請（県立河北病院、山形済生病院、北村山公立病院、鶴

岡市立荘内病院、山形大学医学部附属病院、国立病院機構山形病院 合

計１０箇所）。 

         警察本部に警察本部長を長とする「山形県警察新型インフルエンザ対策

本部」を設置。 



 ５月１４日（木）対策本部 第３回本部員会議開催、県内発生期における対応を決定。 

 ５月１３日（水）対策本部 第２回班長副班長会議開催、新型インフルエンザに関する講

演を開催するとともに県内発生期の対応について協議した。 

 ５月 ９日（土）各保健所の発熱相談センターの受付時間を午後８時までに延長 

         （受付時間：午前９時から午後８時、休日も受付）。 

 ５月 １日（金）新型インフルエンザに関する医療対策連絡会議開催。 

         対策本部 第２回本部員会議開催。 

 ４月３０日（木）対策本部 第１回班長副班長会議開催。 

         県庁各機関に県民及び事業者に対する注意喚起依頼。 

 ４月２８日（火）山形県新型インフルエンザ対策本部設置 第１回本部員会議開催。 

         同村山支部、最上支部、置賜支部、庄内地域支部設置。 

         発熱相談センター設置（県内４保健所）。 

         発熱外来設置（日本海総合病院、公立置賜総合病院、県立中央病院、 

         県立新庄病院）。 

 ４月２７日（月）電話相談窓口設置（県内４保健所）。 

 ４月２６日（日）関係課長等対策会議開催。 

         電話相談窓口設置（保健薬務課）。 

         警察本部に新型インフルエンザ対策連絡室設置（警備第二課）。 

 

 

２ 国及び国内 

１２月 ２日（水）厚生労働省は、新型インフルエンザ感染者の死亡が８９例になったと発

表した。 
１２月 １日（火）厚生労働省は、新型インフルエンザ感染者の死亡が８５例になったと発

表した。 
１１月３０日（月）厚生労働省は、新型インフルエンザ感染者の死亡が８２例になったと発

表した。 
１１月２９日（日）秋田市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の４０代男性の死亡

が確認されたと発表した。国内で７７人目。 
         大阪市は、新型インフルエンザに感染した門真市在住の３歳女児の死亡

が確認されたと発表した。国内で７８人目 

１１月２７日（金）栃木県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の２０代男性の死亡

が確認されたと発表した。国内で７５人目。 
         青森市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の５０代女性の死亡

が確認されたと発表した。国内で７６人目 

１１月２６日（木）群馬県前橋市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の８０代男性

の死亡が確認されたと発表した。国内で７４人目。 
１１月２５日（水）栃木県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の８歳女児の死亡が

確認されたと発表した。国内で７１人目。 
         鹿児島県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の３０代女性の死

亡が確認されたと発表した。国内で７２人目 

         東京都は、新型インフルエンザに感染した都内在住の５１歳男性の死亡

が確認されたと発表した。国内で７３人目 

１１月２２日（日）山口県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の１０代女性の死亡

が確認されたと発表した。国内で７０人目。 



１１月２０日（金）埼玉県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の３４歳男性の死亡

が確認されたと発表した。国内で６９人目。 
１１月１９日（木）京都府は、新型インフルエンザに感染した府内在住の４０代女性の死亡

が確認されたと発表した。国内で６７人目。 
         名古屋市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の６０代男性の死

亡が確認されたと発表した。国内で６８人目 

１１月１８日（水）姫路市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の５０代女性の死亡

が確認されたと発表した。国内で６６人目。 
１１月１７日（火）仙台市は、新型インフルエンザに感染した黒川郡在住の５０代男性の死

亡が確認されたと発表した。国内で６５人目。 
１１月１６日（月）横浜市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の７２歳男性の死亡

が確認されたと発表した。国内で６３人目。 
         大阪市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の４０代男性の死亡

が確認されたと発表した。国内で６４人目。 
１１月１３日（金）三重県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の生後９カ月の女児

の死亡が確認されたと発表した。国内で６２人目。 
１１月１２日（木）東京都は、新型インフルエンザに感染した都内在住の２歳男児の死亡が

確認されたと発表した。国内で５９人目。 
         川崎市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の９１歳男性の死亡

が確認されたと発表した。国内で６０人目。 
         神奈川県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の７０代男性の死

亡が確認されたと発表した。国内で６１人目。 
１１月１１日（水）北海道は、新型インフルエンザに感染した道内在住の１０代男性の死亡

が確認されたと発表した。国内で５８人目。 
１１月１０日（火）北九州市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の３歳女児の死亡

が確認されたと発表した。国内で５６人目。 
         広島市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の５０代男性の死亡

が確認されたと発表した。国内で５７人目。 
１１月 ９日（月）栃木県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の８０代男性の死亡

が確認されたと発表した。国内で５３人目。 
         愛知県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の生後７カ月の男児

の死亡が確認されたと発表した。国内で５４人目。 
         京都市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の１歳８カ月男児の

死亡が確認されたと発表した。国内で５５人目。 
１１月 ８日（日）埼玉県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の３歳男児の死亡が

確認されたと発表した。国内で５２人目。 
１１月 ７日（土）茨城県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の４０代男性の死亡

が確認されたと発表した。国内で５０人目。 
         名古屋市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の５歳女児の死亡

が確認されたと発表した。国内で５１人目。 
１１月 ６日（金）国立感染症研究所の定点調査で、１０月２６日から１１月１日の週で、

定点１箇所あたりのインフルエンザ患者が全国平均で３３．２８人とな

り、警報レベルの「３０」を超えた。 

１１月 ５日（木）栃木県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の３０代女性の死亡

が確認されたと発表した。国内で４８人目。 



         神奈川県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の５０代男性の死

亡が確認されたと発表した。国内で４９人目。 
１１月 ３日（火）名古屋市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の６０代女性の死

亡が確認されたと発表した。国内で４７人目。 
１１月 ２日（月）神戸市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の３０代男性の死亡

が確認されたと発表した。国内で４４人目。 
         東京都は、新型インフルエンザに感染した都内在住の７２歳女性の死亡

が確認されたと発表した。国内で４５人目。 
         兵庫県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の８０代男性の死亡

が確認されたと発表した。国内で４６人目。 

１１月 １日（日）京都市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の３０代女性の死亡

が確認されたと発表した。国内で４１人目。 
         兵庫県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の８歳女児の死亡が

確認されたと発表した。国内で４２人目。 
         盛岡市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の２歳女児の死亡が

確認されたと発表した。国内で４３人目。 
１０月３０日（金）熊本県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の２０代男性の死亡

が確認されたと発表した。国内で３８人目。 
         大阪府堺市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の６歳女児の死

亡が確認されたと発表した。国内で３９人目。 
         大阪府は、新型インフルエンザに感染した府内在住の４６歳男性の死亡

が確認されたと発表した。国内で４０人目。 
１０月２９日（木）東京都は、新型インフルエンザに感染した都内在住の６３歳女性の死亡

が確認されたと発表した。国内で３７人目。 
１０月２８日（水）宮城県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の５０代男性の死亡

が確認されたと発表した。国内で３６人目。 
１０月２６日（月）埼玉県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の１３歳女性の死亡

が確認されたと発表した。国内で３３人目。 
         奈良県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の８０代男性の死亡

が確認されたと発表した。国内で３４人目。 
         大阪府は、新型インフルエンザに感染した府内在住の８０代女性の死亡

が確認されたと発表した。国内で３５人目。 
１０月２３日（金）福井県は、新型インフルエンザに感染した５０代男性の死亡が確認され

たと発表した。国内で３０人目。 
         埼玉県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の６７歳女性の死亡

が確認されたと発表した。国内で３１人目。 
         神奈川県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の５０代女性の死

亡が確認されたと発表した。国内で３２人目。 
１０月２２日（木）東京都は、新型インフルエンザに感染した都内在住の３歳男児の死亡が

確認されたと発表した。国内で２９人目。 
１０月１９日（月）川崎市は、新型インフルエンザに感染した東京都在住の３６歳女性の死

亡が確認されたと発表した。国内で２８人目。 
１０月１５日（木）横浜市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の５歳男児の死亡が

確認されたと発表した。国内で２７人目。 
１０月１４日（水）東京都は、新型インフルエンザに感染した都内在住の４歳男児の死亡が



確認されたと発表した。国内で２４人目。 
         名古屋市は、新型インフルエンザに感染した愛知県清須市在住の１６歳

男性の死亡が確認されたと発表した。国内で２５人目。 
         兵庫県西宮市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の８歳女児の

死亡が確認されたと発表した。国内で２６人目。 
１０月 ９日（金）北海道旭川市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の２０代男性

の死亡が確認されたと発表した。国内で２３人目。 
１０月 ８日（木）東京都は、新型インフルエンザに感染した都内在住の５歳男児の死亡が

確認されたと発表した。国内で２２人目。 
１０月 ６日（火）大阪府堺市は、溶連菌感染症で死亡した市内在住の４０代女性について、

新型インフルエンザに感染していたことが確認されたと発表した。国内

で２１人目。 
１０月 １日（木）政府は新型インフルエンザ対策本部５回目の会合を開催。「基本的対処

方針」を改定するとともに、「新型インフルエンザ(A/H1N1)ワクチン接

種の基本方針」を決定。また、「医療の確保、検疫、学校・保育施設等

の臨時休業の要請等に関する運用指針（二訂版）」を発表。 

１０月 １日（木）北九州市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の４９歳男性の死

亡が確認されたと発表した。国内で２０人目。 
 ９月２３日（水）大阪府は、新型インフルエンザに感染した府内在住の７０代女性の死亡

が確認されたと発表した。国内で１９人目。 

 ９月２２日（火）滋賀県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の７歳男児の死亡が

確認されたと発表した。国内で１８人目。 

 ９月２０日（日）福岡久留米市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の６６歳女性

の死亡が確認されたと発表した。国内で１６人目。 

         神戸市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の６０代女性の死亡

が確認されたと発表した。国内で１７人目。 

 ９月１７日（木）横浜市は、新型インフルエンザに感染した市内在住の１２歳男児の死亡

が確認されたと発表した。国内で１５人目。 

 ９月１５日（火）沖縄県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の２４歳女性の死亡

が確認されたと発表した。国内で１４人目。 

 ９月１１日（金）青森県は、新型インフルエンザの疑い患者（９０代男性）の死亡が確認

されたと発表した。国内で１３人目。 

 ９月１０日（木）大阪府は、新型インフルエンザに感染した府内在住の４０代男性の死亡

が確認されたと発表した。国内で１２人目。 

 ９月 ７日（月）宮城県は、新型インフルエンザの疑い患者（９０代男性）の死亡が確認

されたと発表した。国内で１１人目。 

 ９月 ４日（金）厚生労働省は、新型インフルエンザワクチン接種について、優先接種対

象者等の素案を示した。 
 ９月 ２日（水）京都府は、新型インフルエンザ感染歴のある府内在住の６０代男性の死

亡が確認されたと発表した。国内で９人目。 
         高知県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の７０代男性の死亡

が確認されたと発表した。国内で１０人目。 
 ８月３１日（月）北海道は、新型インフルエンザに感染した道内在住の４０代女性の死亡

が確認されたと発表した。国内で８人目。 
 ８月２９日（火）鹿児島県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の６０代女性の死



亡が確認されたと発表した。国内で６人目。 
         兵庫県は、新型インフルエンザに感染した県内在住の３０代女性の死亡

が確認されたと発表した。国内で７人目。 
 ８月２８日（金）厚生労働省は、新型インフルエンザの流行について「流行シナリオ」を

公表した。罹患率２０％、入院率１．５％、重症化率０．１５％、患

者発生のピークは９月下旬から１０月上旬、年内に終息すると想定し

て、１日最大７６万人が発症すると推計している。 
 ８月２７日（木）長野市は、新型インフルエンザに感染した市外在住の３０代男性の死亡

が確認されたと発表した。国内で５人目。 

 ８月２６日（水）名古屋市は、新型インフルエンザの疑い患者（市内の７０代女性）の死

亡が確認されたと発表した。国内で４人目。 

 ８月２１日（金）厚生労働省は、「インフルエンザ流行シーズンに入ったと考えられる。

流行しているのは、ウイルスサーベイランスの結果から新型インフルエ

ンザと考えられる。」と発表した。 

 ８月１９日（水）舛添厚生労働大臣は会見で、「新型インフルエンザの本格的な流行が既

に始まっている可能性がある」と述べた。 

 ８月１９日（水）名古屋市は、新型インフルエンザに感染した市内の８０代女性の死亡が

確認されたと発表した。国内で３人目。 

 ８月１８日（火）神戸市は、新型インフルエンザに感染した市内の７０代男性の死亡が確

認されたと発表した。国内で２人目。 

 ８月１５日（土）沖縄県は、県内在住の５０代男性新型インフルエンザ感染患者の死亡が

確認されたと発表した。国内で新型インフルエンザの感染者が死亡した

のは初めて。 
 ７月２８日（火）千葉県は、県内の高等学校において新型インフルエンザ患者の集団発生

があったと発表した。患者数５７名。 
         大阪府は、府内の医療機関において新型インフルエンザ患者の発生があ

ったと発表した。新型インフルエンザの集団の院内感染は全国で初めて。 
 ７月２４日（金）厚生労働省は２４日から、自治体に義務付けていた感染事例の全数把握

をやめ、集団感染疑い例に限って報告するよう変更した。 
         大阪府は、府内在住の７歳男子がインフルエンザ脳症及び新型インフル

エンザを発症したことを発表。新型での脳症発症は国内３例目。 
 ７月２３日（木）栃木県は、県内在住の女子児童がインフルエンザ脳症及び新型インフル

エンザを発症したことを発表。 

 ７月２２日（水）厚生労働省は、新型インフルエンザに感染した川崎市在住の７歳男子（小

学生）がインフルエンザ脳症と診断されたことを発表。 

 ７月 ２日（木）厚生労働省は、大阪府に在住の患者からタミフル耐性を示す遺伝子変異

を持つ新型インフルエンザウイルスが検出されたと発表。 

 ６月２３日（火）福島県は、フィリピンから帰国した白河市在住の４０歳代男性１名の新

型インフルエンザ感染を確認したことを発表。 

 ６月１９日（金）政府は、「医療の確保、検疫、学校・保育施設等の臨時休業の要請等に

関する運用指針（改定版）」を発表。 

 ６月１１日（木）札幌市は、米国から帰国した札幌市在住の２０歳代男性１名の新型イン

フルエンザ感染を確認したことを発表。 

         秋田県は、仙北市在住の４０歳代女性１名の新型インフルエンザ感染を

確認したことを発表。 



 ６月１０日（水）仙台市は、仙台市内で、盛岡市在住の２２歳女性１名の新型インフルエ

ンザ感染を確認したことを発表。 

 ５月３１日（日）新潟県は、新潟市在住、米国留学中で一時帰国した２０歳代女性の感染

を確認したことを発表。 

 ５月２２日（金）厚生労働省は、埼玉県在住の２９歳の日本人男性 1名が新型インフルエ

ンザに感染していることを発表。 

         政府は新型インフルエンザ対策本部４回目の会合を開催。「基本的対処

方針」を改定するとともに、「医療の確保、検疫、学校・保育施設等の

臨時休業の要請等に関する運用指針」を発表。 

 ５月２１日（木）京都市は、京都市内の１０歳男子（小学生）1名が新型インフルエンザ

に感染していることを発表。 

         厚生労働省は、米国から帰国した東京都目黒区在住の３０代日本人女性

１人が新型インフルエンザに感染していることを発表。 

 ５月２０日（水）厚生労働省は、滋賀県大津市在住の２０代前半の男性１人が新型インフ

ルエンザに感染していることを発表。 

         東京都は、米国から帰国した東京都八王子市在住の１６歳女性（高校生）

１人が新型インフルエンザに感染していることを発表。 

         川崎市は、米国から帰国した川崎市在住の１０代女性（高校生）１人が

新型インフルエンザに感染していることを発表。 

 ５月１８日（月）～１９日（火） 

         兵庫県及び大阪府で感染確認者が増大。 

 ５月１８日（月）政府は新型インフルエンザ対策本部第３回目の会合を開催。 

 ５月１７日（日）～１８日（月） 

厚生労働省は、兵庫県在住４５人及び大阪府在住３９人が新型インフル

エンザに感染していることを発表。 

 ５月１６日（土）厚生労働省は、海外渡航歴のない神戸市在住の１０代後半の男女８人が

新型インフルエンザに感染していることを発表。 

         政府新型インフルエンザ対策本部幹事会は、「確認事項」を発表。 

 ５月１３日（水）厚生労働省は、新型インフルエンザ対策本部専門家諮問委員会の報告を

受け、停留期間及び健康監視期間を１０日から７日間に変更。 

 ５月１０日（日）厚生労働省は、カナダから米国経由で帰国した大阪府在住の日本人男性

１人が新型インフルエンザに感染していることを確認したと発表。国内

の感染者は４人目。 

 ５月 ９日（土）厚生労働省は、カナダから米国経由で帰国した大阪府在住の日本人男性

３人が新型インフルエンザに感染していることを確認したと発表。 

 ５月 １日（金）政府は新型インフルエンザ対策本部第２回目の会合を開催。「基本的対

処方針」を決定。 

 ４月２８日（火）舛添厚生労働大臣は、新型インフルエンザが発生したとする声明を発表

し、感染症法及び検疫法に基づく新型インフルエンザ等感染症に規定。

政府は麻生総理大臣を本部長とする新型インフルエンザ対策本部を設

置し、初会合。 

 

 

３ ＷＨＯ及び海外 

１１月２７日（金）ＷＨＯは、世界全体での新型インフルエンザの感染者数が累計で 



６２２，４８２人以上、死者数は累計で少なくとも７，８２６人 
になったと発表した。(update76) 

１１月２０日（金）ＷＨＯは、世界全体での新型インフルエンザの感染者数が累計で 
５２６，０６０人以上、死者数は累計で少なくとも６，７７０人 
になったと発表した。(update75) 

１１月１３日（金）ＷＨＯは、世界全体での新型インフルエンザの感染者数が累計で 
５０３，５３６人以上、死者数は累計で少なくとも６，２６０人 
になったと発表した。(update74) 

１１月 ６日（金）ＷＨＯは、世界全体での新型インフルエンザの感染者数が累計で 
４８２，３００人以上、死者数は累計で少なくとも６，０７１人 
になったと発表した。(update73) 

１０月３０日（金）ＷＨＯは、世界全体での新型インフルエンザの感染者数が累計で 
４４１，６６１人以上、死者数は累計で少なくとも５，７１２人 
になったと発表した。(update72) 

１０月２３日（金）ＷＨＯは、世界全体での新型インフルエンザの感染者数が累計で 
４１４，９４５人以上、死者数は累計で少なくとも４，９９９人 
になったと発表した。(update71) 

１０月１６日（金）ＷＨＯは、世界全体での新型インフルエンザの感染者数が累計で 
３９９，２３２人以上、死者数は累計で少なくとも４，７３５人 
になったと発表した。(update70) 

１０月 ９日（金）ＷＨＯは、世界全体での新型インフルエンザの感染者数が累計で 
３７８，２２３人以上、死者数は累計で少なくとも４，５２５人 
になったと発表した。(update69) 

１０月 ２日（金）ＷＨＯは、世界全体での新型インフルエンザの感染者数が累計で 
３４３，２９８人以上、死者数は累計で少なくとも４，１０８人 
になったと発表した。(update68) 

 ９月２５日（金）ＷＨＯは、世界全体での新型インフルエンザの感染者数が累計で 
３１８，９２５人以上、死者数は累計で少なくとも３，９１７人 
になったと発表した。(update67) 

 ９月１８日（金）ＷＨＯは、世界全体での新型インフルエンザの感染者数が累計で 
２９６，４７１人以上、死者数は累計で少なくとも３，４８６人 
になったと発表した。(update66) 

 ９月１１日（金）ＷＨＯは、世界全体での新型インフルエンザの感染者数が累計で 
２７７，６０７人以上、死者数は累計で少なくとも３，２０５人 
になったと発表した。(update65) 

 ９月 ４日（金）ＷＨＯは、世界全体での新型インフルエンザの感染者数が累計で 
２５４，２０６人以上、死者数は累計で少なくとも２，８３７人 
になったと発表した。(update64) 

 ８月２８日（金）ＷＨＯは、世界全体での新型インフルエンザの感染者数が累計で 
２０９，４３８人以上、死者数は累計で少なくとも２，１８５人 
になったと発表した。(update63) 

 ８月２１日（金）ＷＨＯは、世界全体での新型インフルエンザの感染者数が累計で 
１８２，１６６人以上、死者数は累計で１，７９９人になったと発表

した。(update62) 
 ８月１２日（水）ＷＨＯは、世界全体での新型インフルエンザの感染者数が累計で 



１７７，４５７人、死者数は累計で１，４６２人になったと発表した。 
(update61) 

 ８月 ４日（火）ＷＨＯは、世界全体での新型インフルエンザの感染者数が累計で 
１６２，３８０人、死者数は累計で１，１５４人になったと発表した。 
(update60) 

 ７月２７日（月）ＷＨＯは、世界全体での新型インフルエンザの感染者数が累計で 
１３４，５０３人、死者数は累計で８１６人になったと発表した。 
(update59)ただ、各国に対して個別の感染例の報告を求めていないた

め、報告された件数は、実際の感染者数より控え目とのこと。 
 ６月１２日（金）WHOは記者会見で、警戒レベル「フェーズ６」に引上げると発表。 

河村官房長官は、「引き続き、現在の基本的対処方針に基づき、弾力的

な対策を講じ、感染拡大防止、適切な医療の提供、医療体制の充実強化

等に努めていくこととしている。」というコメントを発表。 

 ４月３０日（木）WHOは記者会見で、警戒レベル「フェーズ５」に引上げると発表。 

 ４月２８日（火）WHO第２回専門家緊急委員会の結果、警戒レベル「フェーズ４」を宣
言。 

 ４月２６日（日）WHO 第１回専門家緊急委員会の結果、「全ての国が、通常とは異なる
インフルエンザ様の症状や深刻な肺炎に関する監視体制を強化する」よ

う勧告。 
 ４月２５日（土）WHOの情報では、メキシコで３月１８日～４月２３日までに、８５４

人（内５９人死亡）のインフルエンザ様症状のある患者が発生。 
         米国の患者から分離されたウイルスと遺伝子学的に同一であることが

判明。 
         米国内では、豚インフルエンザ（H1N1）確定症例 7人、疑い例９人が

報告。全員軽度のインフルエンザ様症状で死亡例はない。 
 ４月２４日（金）米国内の２つの州（カリフォルニア州５人、テキサス州２人計７人）

で、豚インフルエンザ（H1N1）患者が発生。 
 

 

４ リンク 

 

厚生労働省 新型インフルエンザに関する報道発表資料 

http://www.mhlw.go.jp/kinkyu/kenkou/influenza/houdou.html 

 

国立感染症研究所感染症情報センター 

パンデミック（Ｈ１Ｎ１）２００９ 

http://idsc.nih.go.jp/disease/swine_influenza/index.html 

 

WHO World Health Organization（世界保健機関） 

http://www.who.int/en/ 

http://www.mhlw.go.jp/kinkyu/kenkou/influenza/houdou.html
http://idsc.nih.go.jp/disease/swine_influenza/index.html
http://www.who.int/en/
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